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考え、そういう場や時間の創出に努力すること
です。だれもがリーダー意識を担い、子どもを
いつも語る園づくりを目指しましょう。
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な
ど
の
正
確
な
デ
ー
タ
は
十
分
検
討

さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
と
思
い

ま
す
。

中
原
：
恐
ら
く
、
業
界
全
体
で
デ
ー

タ
を
と
る
仕
組
み
が
確
立
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
離
職
に
至
る
原
因
が
共

有
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
こ
そ
問
題

の
本
質
が
あ
る
気
が
し
ま
す
。

大
豆
生
田
：
そ
う
で
す
ね
。
た
だ
離

職
の
理
由
は
「
待
遇
・
給
与
」、「
人

間
関
係
」、「
業
務
内
容（
仕
事
へ
の

負
担
感
）」
の
３
つ
が
大
き
い
で
す
。

中
原
：「
待
遇
・
給
与
」、「
人
間
関
係
」

は
結
局
、
転
職
し
て
も
ほ
ぼ
変
わ
ら

な
い
こ
と
が
一
般
企
業
で
も
実
は
多

い
ん
で
す
よ
ね
。

大
豆
生
田
：
保
育
者
の
場
合
、「
業
務

内
容（
仕
事
へ
の
負
担
感
）」
が
離
職

の
大
き
な
理
由
で
あ
る
こ
と
が
特
徴

大
豆
生
田
先
生（
以
下
、大
豆
生
田
）：

保
育
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
な
か
、
保

育
業
界
で
は
保
育
者
の
離
職
率
の
高

さ
や
保
育
者
不
足
へ
の
対
応
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は

企
業
の
人
材
資
源
開
発
に
つ
い
て
、

デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
研
究
さ
れ
て
い

る
中
原
先
生
と
共
に
、
課
題
解
決
に

向
け
た
ヒ
ン
ト
を
探
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

中
原
先
生（
以
下
、中
原
）：
企
業
の
場

合
は
入
社
何
年
目
に
ど
ん
な
層
が
、

ど
ん
な
理
由
で
辞
め
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
年
次
ご
と
の
離
職
率
に
加
え
、

離
職
を
希
望
す
る
社
員
へ
の
リ
ー
ダ

ー
層
の
か
か
わ
り
方
ま
で
詳
し
く
デ

ー
タ
化
し
て
分
析
し
ま
す
。
保
育
業

界
で
は
デ
ー
タ
収
集
は
ど
の
程
度
行

わ
れ
て
い
ま
す
か
？

大
豆
生
田
：
幼
稚
園
・
保
育
園
・
認

定
こ
ど
も
園
、公
立・私
立
で
特
徴
が

違
う
た
め
、
管
轄
省
庁
の
調
査
結
果

は
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

総
合
的
な
離
職
率
や
離
職
パ
タ
ー
ン

で
し
ょ
う
。
子
ど
も
が
好
き
で
憧
れ

の
仕
事
に
就
い
た
け
れ
ど
も
、
現
実

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩
み
、
疲
弊
し
て

離
職
す
る
ケ
ー
ス
は
と
て
も
多
い
で

す
。
表
向
き
の
理
由
は
結
婚
退
職
で

も
、
そ
の
後
も
保
育
現
場
に
復
帰
せ

ず
、
別
の
仕
事
に
就
く
人
が
多
い
こ

と
か
ら
も
、
仕
事
へ
の
負
担
感
が
離

職
の
大
き
な
原
因
で
あ
る
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

中
原
：
そ
れ
は
教
員
養
成
機
関
と
仕

事
領
域
の
接
続
の
悪
さ
が
要
因
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。
１
年
目
で
辞
め
る

人
が
多
い
の
で
あ
れ
ば
、
教
員
養
成

機
関
に
お
い
て
正
し
い
ジ
ョ
ブ
観
が

描
け
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

大
豆
生
田
：
確
か
に
、
教
員
養
成
機

関
は
現
状
、
保
育
士
資
格
や
幼
稚
園

Part1
対談

保育の無償化が始まったことを受け、保育のニーズは今後さらに高まることが
予想されます。その一方で、憧れだったはずの保育業界から離れる保育者が後
を絶ちません。今回は企業の人材資源開発を研究している立教大学の中原淳先
生に、保育の質を高めるという観点から保育業界の人的資源管理について、ま
た効果的な研修、選ばれる職場づくり等についてお話をうかがいました。聞き
手は玉川大学の大豆生田啓友先生です。（対談実施 2019年10月21日）

立教大学経営学部教授。立教大学大学院 
経営学研究科 リーダーシップ開発コース
主査、立教大学経営学部リーダーシップ研
究所 副所長などを兼任。博士（人間科学）。

「大人の学びを科学する」をテーマに、企業・
組織における人材開発・組織開発について
研究している。研究の詳細は、Blog：NA 
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な
ど
の
正
確
な
デ
ー
タ
は
十
分
検
討

さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
と
思
い

ま
す
。

中
原
：
恐
ら
く
、
業
界
全
体
で
デ
ー

タ
を
と
る
仕
組
み
が
確
立
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
離
職
に
至
る
原
因
が
共

有
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
こ
そ
問
題

の
本
質
が
あ
る
気
が
し
ま
す
。

大
豆
生
田
：
そ
う
で
す
ね
。
た
だ
離

職
の
理
由
は
「
待
遇
・
給
与
」、「
人

間
関
係
」、「
業
務
内
容（
仕
事
へ
の

負
担
感
）」
の
３
つ
が
大
き
い
で
す
。

中
原
：「
待
遇
・
給
与
」、「
人
間
関
係
」

は
結
局
、
転
職
し
て
も
ほ
ぼ
変
わ
ら

な
い
こ
と
が
一
般
企
業
で
も
実
は
多

い
ん
で
す
よ
ね
。

大
豆
生
田
：
保
育
者
の
場
合
、「
業
務

内
容（
仕
事
へ
の
負
担
感
）」
が
離
職

の
大
き
な
理
由
で
あ
る
こ
と
が
特
徴

大
豆
生
田
先
生（
以
下
、大
豆
生
田
）：

保
育
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
な
か
、
保

育
業
界
で
は
保
育
者
の
離
職
率
の
高

さ
や
保
育
者
不
足
へ
の
対
応
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は

企
業
の
人
材
資
源
開
発
に
つ
い
て
、

デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
研
究
さ
れ
て
い

る
中
原
先
生
と
共
に
、
課
題
解
決
に

向
け
た
ヒ
ン
ト
を
探
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

中
原
先
生（
以
下
、中
原
）：
企
業
の
場

合
は
入
社
何
年
目
に
ど
ん
な
層
が
、

ど
ん
な
理
由
で
辞
め
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
年
次
ご
と
の
離
職
率
に
加
え
、

離
職
を
希
望
す
る
社
員
へ
の
リ
ー
ダ

ー
層
の
か
か
わ
り
方
ま
で
詳
し
く
デ

ー
タ
化
し
て
分
析
し
ま
す
。
保
育
業

界
で
は
デ
ー
タ
収
集
は
ど
の
程
度
行

わ
れ
て
い
ま
す
か
？

大
豆
生
田
：
幼
稚
園
・
保
育
園
・
認

定
こ
ど
も
園
、公
立・私
立
で
特
徴
が

違
う
た
め
、
管
轄
省
庁
の
調
査
結
果

は
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

総
合
的
な
離
職
率
や
離
職
パ
タ
ー
ン

で
し
ょ
う
。
子
ど
も
が
好
き
で
憧
れ

の
仕
事
に
就
い
た
け
れ
ど
も
、
現
実

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩
み
、
疲
弊
し
て

離
職
す
る
ケ
ー
ス
は
と
て
も
多
い
で

す
。
表
向
き
の
理
由
は
結
婚
退
職
で

も
、
そ
の
後
も
保
育
現
場
に
復
帰
せ

ず
、
別
の
仕
事
に
就
く
人
が
多
い
こ

と
か
ら
も
、
仕
事
へ
の
負
担
感
が
離

職
の
大
き
な
原
因
で
あ
る
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

中
原
：
そ
れ
は
教
員
養
成
機
関
と
仕

事
領
域
の
接
続
の
悪
さ
が
要
因
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。
１
年
目
で
辞
め
る

人
が
多
い
の
で
あ
れ
ば
、
教
員
養
成

機
関
に
お
い
て
正
し
い
ジ
ョ
ブ
観
が

描
け
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

大
豆
生
田
：
確
か
に
、
教
員
養
成
機

関
は
現
状
、
保
育
士
資
格
や
幼
稚
園

Part1
対談

保育の無償化が始まったことを受け、保育のニーズは今後さらに高まることが
予想されます。その一方で、憧れだったはずの保育業界から離れる保育者が後
を絶ちません。今回は企業の人材資源開発を研究している立教大学の中原淳先
生に、保育の質を高めるという観点から保育業界の人的資源管理について、ま
た効果的な研修、選ばれる職場づくり等についてお話をうかがいました。聞き
手は玉川大学の大豆生田啓友先生です。（対談実施 2019年10月21日）

立教大学経営学部教授。立教大学大学院 
経営学研究科 リーダーシップ開発コース
主査、立教大学経営学部リーダーシップ研
究所 副所長などを兼任。博士（人間科学）。

「大人の学びを科学する」をテーマに、企業・
組織における人材開発・組織開発について
研究している。研究の詳細は、Blog：NA 
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「
幼
児
教
育
の
実
践
の
質
向
上
に
関

す
る
検
討
会
」
で
は
、
幼
児
教
育
の
無

償
化
に
よ
り
公
教
育
と
し
て
の
位
置
づ

け
が
今
ま
で
以
上
に
高
ま
る
こ
と
か
ら
、

他
の
学
校
種
と
同
様
に
一
種
免
許
状
保

有
率
を
向
上
さ
せ
る
（
5
年
間
で
50
％

を
目
指
す
）
た
め
の
議
論
が
昨
年
度
よ

り
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
幼
稚
園
等
は
、

採
用
だ
け
で
は
な
く
、
現
職
研
修
や
研

究
に
お
い
て
も
養
成
校
系
の
大
学
と
の

連
携
が
求
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
に
は
、
教
員

の
資
質
能
力
の
向
上
が
不
可
欠
で
す

が
、
小
学
校
以
上
と
比
較
し
て
離
職
率

が
高
く
若
手
教
員
が
多
い
幼
稚
園
の
職

場
に
お
い
て
、
園
内
に
お
け
る
人
材
育

成
の
中
核
を
担
う
中
堅
教
員
の
育
成
は

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

2
0
1
9
年
10
月
の
幼
児
教
育
の
無
償

化
以
後
は
、
公
的
支
援
に
見
合
っ
た
質

の
高
い
幼
児
教
育
を
提
供
し
て
い
る
か

ど
う
か
、
社
会
的
責
任
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
無
償
化
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
が
ち

で
す
が
、
小
学
校
の
義
務
教
育
に
も
近

い
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
に
は
、
以
下

の
視
点
を
も
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
第
１
は
、
幼
稚
園
教
諭
一
種
免
許
状

保
有
率
を
高
め
る
こ
と
で
す
。
教
育
職

員
免
許
法
（
昭
和
24
年
5
月
31
日
法
律

第
1
4
7
号
）
で
は
（
二
種
免
許
状

を
有
す
る
者
の
一
種
免
許
状
の
取
得
に

係
る
努
力
義
務
）
と
し
て
、「
第
9
条

の
5　
教
育
職
員
で
、
そ
の
有
す
る
相

当
の
免
許
状
（
中
略
）
が
二
種
免
許
状

で
あ
る
も
の
は
、
相
当
の
一
種
免
許
状

の
授
与
を
受
け
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
幼
稚
園
教
諭
の
免
許
状
保
有
状
況

は
、
現
在
、
二
種
免
許
状
保
有
が
68

％
、
一
種
免
許
状
保
有
が
27.

2
％
で

あ
り
、
他
の
学
校
種
と
比
べ
て
も
二
種

免
許
状
の
保
有
率
が
高
い
傾
向
で
す
。

一
方
、
小
学
校
教
諭
は
二
種
免
許
状
保

有
が
14
％
、一
種
免
許
状
保
有
が
78.

9

％
、
ま
た
中
学
校
教
諭
は
そ
れ
ぞ
れ

3.

9
％
、
87.

3
％
と
、一
種
免
許
状
の

保
有
率
が
高
い
と
言
え
ま
す
（
表
１
）。

　
第
２
は
、
幼
稚
園
教
諭
の
免
許
上
進

の
環
境
を
各
地
で
整
備
す
る
こ
と
。
上

級
免
許
上
進
に
は
「
免
許
法
認
定
講
習

等
」
を
大
学
等
で
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
半
数
以
上
の
都
道
府
県
で

実
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
実
施
件
数
等
も

少
な
い
実
情
が
あ
り
ま
す※

１

。
特
別
支
援

教
諭
免
許
状
に
関
す
る
「
免
許
法
認
定

講
習
等
」
は
全
都
道
府
県
で
実
施
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
幼
稚
園
教

諭
の
免
許
上
進
の
環
境
整
備
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　
第
３
は
、
受
講
者
の
学
ぶ
意
欲
に
応

え
る
と
い
う
こ
と
。
2
0
1
9
年
1
月

に
大
阪
府
私
立
幼
稚
園
連
盟
が
加
盟
園

4
1
4
園
に
対
し
て
調
査
を
行
っ
た
結

果
、
二
種
免
許
状
の
保
有
者
の
う
ち
、

一
種
免
許
状
へ
の
上
進
を
目
的
と
し
た

認
定
講
習
等
の
受
講
を
「
希
望
す
る
」

と
回
答
し
た
割
合
は
、
在
職
10
年
未
満

30.

3
％
、
10
～
11
年
43.

2
％
、
12

年
以
上
43.

1
％
と
な
っ
て
お
り
、
在

職
年
数
が
長
く
な
る
に
つ
れ
て
希
望
者

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
（
表
２
）。

　
し
か
し
前
述
の
と
お
り
免
許
法
認
定

講
習
等
の
開
設
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

文
部
科
学
省
で
は
講
習
等
の
開
設
支
援

と
し
て
、
昨
年
度
よ
り
「
幼
稚
園
教
諭

免
許
法
認
定
講
習
等
推
進
事
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
一
種
免
許
状
の
取
得

機
会
を
拡
大
し
、
幼
稚
園
教
諭
の
専
門

性
の
向
上
〈
保
育
者
の
専
門
性
の
向
上

（
特
に
、
中
堅
教
員
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
）
と
園
運
営
の
改
善
、
幼
児
教
育
の

質
の
向
上
、
幼
稚
園
教
員
等
の
地
位
の

向
上
〉
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
受
講
者
の
学
ぶ
意
欲
や
気
づ
き
は
高

く
、
事
業
を
実
施
し
て
い
る
地
域
か
ら
は

講
習
継
続
の
希
望
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
幼
児
教
育
（
保
育
）
の
質
」
を
各

園
で
検
討
す
る
と
同
時
に
、
国
の
施
策

と
い
っ
た
動
向
に
も
注
目
し
ま
し
ょ
う
。

消
費
税
の
引
き
上
げ
と
同
時
に
実
施
さ

れ
た
幼
児
教
育
の
無
償
化
に
よ
っ
て
、

幼
児
教
育
・
保
育
の
質
向
上
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
の
下

で
の
検
討
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
幼
稚

園
の
2
歳
児
入
園
が
認
め
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
3
歳
未
満
の
保
育
に
つ
い
て
は
、

一
層
の
研
修
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
文
部
科
学
省
が
実
施
し
て
き
た

「
幼
児
教
育
の
推
進
体
制
構
築
事
業
」

で
は
、
各
地
域
に
お
け
る
「
幼
児
教
育

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
育
成
・
配
置
及
び

「
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
」
の
配
置
後
の
あ

り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
央
教
育

審
議
会
か
ら
は
大
学
の
2
0
4
0
年

問
題※

２

と
い
う
課
題
が
与
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
20
年
後
と
思
わ
ず
、
現
在
行
っ
て

い
る
幼
児
教
育
（
保
育
）
の
質
は
、
子

ど
も
の
20
年
後
に
影
響
す
る
こ
と
を
意

識
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

■表2 幼稚園教員の上進に対する希望■表1 各学校の免許状の保有状況　　

プロフィール●大方美香（おおがた みか）／大阪総合保育大学 学長、同大学院 教授。専門は、保育学、幼児教育学、乳児保育、カリキュラム。文部科学省
中央教育審議会委員。各地の自治体と協働し、保育の質向上のための基盤づくりに努める。著書多数。

※1　2018 年度は、教育委員会 20 件・大学 3 件の 23 件、20 都道府県で実施。
※2　学生数の減少が見込まれる時代に高等教育はどうあるべきか

※各学校に勤務する養護教諭、栄養教諭含む
※「その他」は臨時免許状、特別免許状等を含む
※文部科学省「平成 28 年度学校教員統計調査」より作成

国の動きを読む！幼稚園（私学助成園・新制度各園）
の在職年数

10 年未満 10～ 11年 12年以上

希望する 30.3％ 43.2％ 43.1％

検討中 27.4％ 30.4％ 25.3％

希望しない 42.3％ 26.4％ 31.6％

幼稚園 小学校 中学校 高等学校

国立 公立 私立 国立 公立 私立 国立 公立 私立 国立 公立 私立

専修 0.5 9.8 0.7 0.4 5.1 17.1 5.0 6.3 8.4 25.9 7.6 17.1 19.2 50.2 20.3 15.9

一種 27.2 64.3 42.6 23.6 78.9 73.6 79.2 61.9 87.3 71.3 88.2 77.2 79.8 49.3 79.2 81.6

二種 68.0 22.5 54.0 71.3 14.0 8.2 14.0 16.9 3.9 2.5 4.0 2.3 0.3 0.4 0.3 0.4

その他 4.3 3.4 2.7 4.7 2.0 1.1 1.8 14.9 0.4 0.3 0.2 3.4 0.7 0.1 0.2 2.1

幼
児
教
育
の
質
の
向
上
の

た
め
に
も
ち
た
い
３
つ
の
視
点

公
的
な
位
置
づ
け
が

高
ま
る
幼
児
教
育

こ
れ
か
ら
の

国
の
動
向
に
も
注
目

年数

項目

文部科学省・内閣府編

本コーナーでは新しい時代の幼児教育・保育を考えていくために押さえておきたい、
今後の国の動きを解説します。執筆は文部科学省・内閣府編は大方美香先生（大阪総
合保育大学）、厚生労働省編は矢藤誠慈郎先生（和洋女子大学）が隔月で担当します。

※　二種免許状保有者の一種免許状への上進

未来に向かう幼児教育の質・
保育政策の動向
―幼稚園教諭の免許上進※ の視点を現場に根付かせ、 
　幼児教育　（保育）の質の向上につなげる

執筆　大方美香
（大阪総合保育大学 教授）

今月
の

テーマ

国
の
動
き
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「
幼
児
教
育
の
実
践
の
質
向
上
に
関

す
る
検
討
会
」
で
は
、
幼
児
教
育
の
無

償
化
に
よ
り
公
教
育
と
し
て
の
位
置
づ

け
が
今
ま
で
以
上
に
高
ま
る
こ
と
か
ら
、

他
の
学
校
種
と
同
様
に
一
種
免
許
状
保

有
率
を
向
上
さ
せ
る
（
5
年
間
で
50
％

を
目
指
す
）
た
め
の
議
論
が
昨
年
度
よ

り
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
幼
稚
園
等
は
、

採
用
だ
け
で
は
な
く
、
現
職
研
修
や
研

究
に
お
い
て
も
養
成
校
系
の
大
学
と
の

連
携
が
求
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
に
は
、
教
員

の
資
質
能
力
の
向
上
が
不
可
欠
で
す

が
、
小
学
校
以
上
と
比
較
し
て
離
職
率

が
高
く
若
手
教
員
が
多
い
幼
稚
園
の
職

場
に
お
い
て
、
園
内
に
お
け
る
人
材
育

成
の
中
核
を
担
う
中
堅
教
員
の
育
成
は

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

2
0
1
9
年
10
月
の
幼
児
教
育
の
無
償

化
以
後
は
、
公
的
支
援
に
見
合
っ
た
質

の
高
い
幼
児
教
育
を
提
供
し
て
い
る
か

ど
う
か
、
社
会
的
責
任
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
無
償
化
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
が
ち

で
す
が
、
小
学
校
の
義
務
教
育
に
も
近

い
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
に
は
、
以
下

の
視
点
を
も
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
第
１
は
、
幼
稚
園
教
諭
一
種
免
許
状

保
有
率
を
高
め
る
こ
と
で
す
。
教
育
職

員
免
許
法
（
昭
和
24
年
5
月
31
日
法
律

第
1
4
7
号
）
で
は
（
二
種
免
許
状

を
有
す
る
者
の
一
種
免
許
状
の
取
得
に

係
る
努
力
義
務
）
と
し
て
、「
第
9
条

の
5　
教
育
職
員
で
、
そ
の
有
す
る
相

当
の
免
許
状
（
中
略
）
が
二
種
免
許
状

で
あ
る
も
の
は
、
相
当
の
一
種
免
許
状

の
授
与
を
受
け
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
幼
稚
園
教
諭
の
免
許
状
保
有
状
況

は
、
現
在
、
二
種
免
許
状
保
有
が
68

％
、
一
種
免
許
状
保
有
が
27.

2
％
で

あ
り
、
他
の
学
校
種
と
比
べ
て
も
二
種

免
許
状
の
保
有
率
が
高
い
傾
向
で
す
。

一
方
、
小
学
校
教
諭
は
二
種
免
許
状
保

有
が
14
％
、一
種
免
許
状
保
有
が
78.

9

％
、
ま
た
中
学
校
教
諭
は
そ
れ
ぞ
れ

3.

9
％
、
87.

3
％
と
、一
種
免
許
状
の

保
有
率
が
高
い
と
言
え
ま
す
（
表
１
）。

　
第
２
は
、
幼
稚
園
教
諭
の
免
許
上
進

の
環
境
を
各
地
で
整
備
す
る
こ
と
。
上

級
免
許
上
進
に
は
「
免
許
法
認
定
講
習

等
」
を
大
学
等
で
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
半
数
以
上
の
都
道
府
県
で

実
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
実
施
件
数
等
も

少
な
い
実
情
が
あ
り
ま
す※

１

。
特
別
支
援

教
諭
免
許
状
に
関
す
る
「
免
許
法
認
定

講
習
等
」
は
全
都
道
府
県
で
実
施
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
幼
稚
園
教

諭
の
免
許
上
進
の
環
境
整
備
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　
第
３
は
、
受
講
者
の
学
ぶ
意
欲
に
応

え
る
と
い
う
こ
と
。
2
0
1
9
年
1
月

に
大
阪
府
私
立
幼
稚
園
連
盟
が
加
盟
園

4
1
4
園
に
対
し
て
調
査
を
行
っ
た
結

果
、
二
種
免
許
状
の
保
有
者
の
う
ち
、

一
種
免
許
状
へ
の
上
進
を
目
的
と
し
た

認
定
講
習
等
の
受
講
を
「
希
望
す
る
」

と
回
答
し
た
割
合
は
、
在
職
10
年
未
満

30.

3
％
、
10
～
11
年
43.

2
％
、
12

年
以
上
43.

1
％
と
な
っ
て
お
り
、
在

職
年
数
が
長
く
な
る
に
つ
れ
て
希
望
者

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
（
表
２
）。

　
し
か
し
前
述
の
と
お
り
免
許
法
認
定

講
習
等
の
開
設
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

文
部
科
学
省
で
は
講
習
等
の
開
設
支
援

と
し
て
、
昨
年
度
よ
り
「
幼
稚
園
教
諭

免
許
法
認
定
講
習
等
推
進
事
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
一
種
免
許
状
の
取
得

機
会
を
拡
大
し
、
幼
稚
園
教
諭
の
専
門

性
の
向
上
〈
保
育
者
の
専
門
性
の
向
上

（
特
に
、
中
堅
教
員
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
）
と
園
運
営
の
改
善
、
幼
児
教
育
の

質
の
向
上
、
幼
稚
園
教
員
等
の
地
位
の

向
上
〉
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
受
講
者
の
学
ぶ
意
欲
や
気
づ
き
は
高

く
、
事
業
を
実
施
し
て
い
る
地
域
か
ら
は

講
習
継
続
の
希
望
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
幼
児
教
育
（
保
育
）
の
質
」
を
各

園
で
検
討
す
る
と
同
時
に
、
国
の
施
策

と
い
っ
た
動
向
に
も
注
目
し
ま
し
ょ
う
。

消
費
税
の
引
き
上
げ
と
同
時
に
実
施
さ

れ
た
幼
児
教
育
の
無
償
化
に
よ
っ
て
、

幼
児
教
育
・
保
育
の
質
向
上
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
の
下

で
の
検
討
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
幼
稚

園
の
2
歳
児
入
園
が
認
め
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
3
歳
未
満
の
保
育
に
つ
い
て
は
、

一
層
の
研
修
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
文
部
科
学
省
が
実
施
し
て
き
た

「
幼
児
教
育
の
推
進
体
制
構
築
事
業
」

で
は
、
各
地
域
に
お
け
る
「
幼
児
教
育

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
育
成
・
配
置
及
び

「
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
」
の
配
置
後
の
あ

り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
央
教
育

審
議
会
か
ら
は
大
学
の
2
0
4
0
年

問
題※

２

と
い
う
課
題
が
与
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
20
年
後
と
思
わ
ず
、
現
在
行
っ
て

い
る
幼
児
教
育
（
保
育
）
の
質
は
、
子

ど
も
の
20
年
後
に
影
響
す
る
こ
と
を
意

識
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

■表2 幼稚園教員の上進に対する希望■表1 各学校の免許状の保有状況　　

プロフィール●大方美香（おおがた みか）／大阪総合保育大学 学長、同大学院 教授。専門は、保育学、幼児教育学、乳児保育、カリキュラム。文部科学省
中央教育審議会委員。各地の自治体と協働し、保育の質向上のための基盤づくりに努める。著書多数。

※1　2018 年度は、教育委員会 20 件・大学 3 件の 23 件、20 都道府県で実施。
※2　学生数の減少が見込まれる時代に高等教育はどうあるべきか

※各学校に勤務する養護教諭、栄養教諭含む
※「その他」は臨時免許状、特別免許状等を含む
※文部科学省「平成 28 年度学校教員統計調査」より作成

国の動きを読む！幼稚園（私学助成園・新制度各園）
の在職年数

10 年未満 10～ 11年 12年以上
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検討中 27.4％ 30.4％ 25.3％

希望しない 42.3％ 26.4％ 31.6％
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国立 公立 私立 国立 公立 私立 国立 公立 私立 国立 公立 私立

専修 0.5 9.8 0.7 0.4 5.1 17.1 5.0 6.3 8.4 25.9 7.6 17.1 19.2 50.2 20.3 15.9

一種 27.2 64.3 42.6 23.6 78.9 73.6 79.2 61.9 87.3 71.3 88.2 77.2 79.8 49.3 79.2 81.6

二種 68.0 22.5 54.0 71.3 14.0 8.2 14.0 16.9 3.9 2.5 4.0 2.3 0.3 0.4 0.3 0.4

その他 4.3 3.4 2.7 4.7 2.0 1.1 1.8 14.9 0.4 0.3 0.2 3.4 0.7 0.1 0.2 2.1

幼
児
教
育
の
質
の
向
上
の

た
め
に
も
ち
た
い
３
つ
の
視
点

公
的
な
位
置
づ
け
が

高
ま
る
幼
児
教
育

こ
れ
か
ら
の

国
の
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も
注
目

年数

項目

文部科学省・内閣府編

本コーナーでは新しい時代の幼児教育・保育を考えていくために押さえておきたい、
今後の国の動きを解説します。執筆は文部科学省・内閣府編は大方美香先生（大阪総
合保育大学）、厚生労働省編は矢藤誠慈郎先生（和洋女子大学）が隔月で担当します。

※　二種免許状保有者の一種免許状への上進

未来に向かう幼児教育の質・
保育政策の動向
―幼稚園教諭の免許上進※ の視点を現場に根付かせ、 
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プロフィール●吉田正幸（よしだ まさゆき）／（有）遊育代表取締役兼発行人。（株）保育システム研究所代表。大妻女子大学大学院非常勤講師。厚生労働省
社会保障審議会少子化対策特別部会委員ほか多数を歴任。幼稚園、保育所の運営マネジメント支援を行う。編著に『次世代の保育のかたち～幼稚園・保育所の
可能性と限界～』、監修に『NEW 認定こども園の未来～保育の新たな地平へ～』（ともにフレーベル館）。

①インプット ④アウトプット ⑤アウトカム
②プロセスⅠ

③プロセスⅡ

⇒ ⇒ ⇒＋

35 34２０２０．４ ２０２０．４

　

２
０
２
０
年
度
も
引
き
続
き
、

「
保
育
の
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
」
の
視
点

を
用
い
な
が
ら
、
認
定
こ
ど
も
園
や

幼
稚
園
、
保
育
所
等
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。　

　
特
色
あ
る
取
り
組
み
を
行
う
園
の

園
長
先
生
の
お
話
を
う
か
が
い
な
が

ら
、
保
育
の
成
果
（
子
ど
も
の
育
ち
）

に
つ
な
が
る
要
因
や
道
筋
を
明
ら
か

に
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
第
1
回
で
は
、
ま
ず
、「
ロ
ジ

ッ
ク
モ
デ
ル
」
と
は
何
か
、
簡
単
に

紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、
端
的
に
言

え
ば
、「
限
ら
れ
た
資
源
を
活
用
し

て
最
大
限
の
成
果
を
上
げ
る
よ
う
工

夫
し
実
践
す
る
こ
と
」
で
す
。

　

こ
の
資
源
と
は
、
保
育
で
言
え

ば
、
保
育
者
や
園
舎
・
園
庭
、
遊

具
、
予
算
と
い
っ
た
人
的
・
物
的
・

経
済
的
資
源
、
つ
ま
り
「
ヒ
ト
・
モ

ノ
・
カ
ネ
」
の
こ
と
に
な
り
ま
す

（
最
近
で
は
、
こ
こ
に
「
情
報
」
が
加

わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
）。

　
こ
れ
ら
の
資
源
が
豊
か
で
あ
れ
ば

申
し
分
な
い
の
で
す
が
、
実
際
の
と

こ
ろ
、
す
べ
て
の
条
件
が
そ
ろ
う
こ

と
は
な
か
な
か
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
の
よ
う
な
場
合
、「
限
ら
れ
た

資
源
を
活
用
し
て
最
大
限
の
成
果
を

上
げ
る
よ
う
工
夫
し
実
践
す
る
」
と

い
っ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
発
想
が
必

要
に
な
る
の
で
す
。

　
「
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
」
と
は
、
そ
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
的
な
発
想
を
促
す
た

め
の
道
具
に
な
る
も
の
で
す
。

　
一
般
的
に
「
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
」

は
、
イ
ン
プ
ッ
ト
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
、

ア
ウ
ト
カ
ム
と
い
う
言
葉
で
説
明
さ

れ
ま
す
。

　
「
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
」
と
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
要
素
の
間
の
論
理
的
な
因
果

関
係
を
表
す
た
め
に
、「
イ
ン
プ
ッ
ト

　

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト　

ア
ウ
ト
カ
ム
」

と
い
う
順
番
で
も
の
ご
と
を
整
理
す

る
方
法
な
の
で
す
。

　
保
育
の
場
合
、
資
源
を
活
用
し
て

結
果
を
出
す
た
め
に
は
様
々
な
関
係

性
が
大
切
に
な
る
の
で
、
先
ほ
ど
の

順
番
に
、
プ
ロ
セ
ス
Ⅰ
と
プ
ロ
セ
ス

Ⅱ
を
加
え
て
表
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
要
素
を
、
ア
ウ
ト
カ
ム

に
着
目
し
読
み
解
こ
う
と
す
る
の
が
、

「
保
育
の
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
」
の
考
え

方
と
な
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
保
護

者
の
方
な
ど
に
保
育
を
説
明
す
る
際

に
も
有
効
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
次
号
か
ら
、
こ
の
「
保
育
の
ロ
ジ

ッ
ク
モ
デ
ル
」
を
も
の
さ
し
と
し
て
、

園
の
強
み
や
特
徴
な
ど
を
わ
か
り
や

す
く
分
析
、
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

は
じ
め
に

１
．そ
も
そ
も

　

 「
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
」と
は
？

２
．保
育
に
お
け
る

　

 「
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
」と
は
？

⑤アウトカム
保育の成果。子どもの育
ちの姿そのもの、子ども
の成長・発達の姿。

③プロセスⅡ

①インプット

保育で重要な意味をもつ
様々な関係性。保育者と
子どもの関係、子ども同
士の関係、保育者同士の
関係、環境やモノとの関
係など。

⇒

日々提供される保育そのもの。保育の営み、活動全体を示すため、「アクティビティ」と言い換
えられます。ごっこ遊び、異年齢保育、環境を通して行う保育、プロジェクト保育、午睡や給食
など、様々な側面がある。

教育課程や指導計画など、保育
内容の組み立てに必要なもの。
異年齢保育、ゾーン保育といっ
た保育方法の工夫。観察、記
録、職員間の話し合いなど。

④アウトプット

②プロセスⅠ

⇒

資源のこと。保育では、
「リソース」と「ストラクチャー」に分けて考える。
「リソース」＝自らの意思で変えられるもの。
職員、園舎や園庭、遊具、教材など。

「ストラクチャー」＝自らの意思で簡単に変わらないも
の／変えられないもの。職員配置、保育室・園庭面
積、資格・免許などの最低基準や認可基準など。

投入する資源（人的
資源、物的資源、資
産・資金、予算など）

インプット

アウトプットによって
もたらされる成果

アウトカム

インプットにより生み
出される結果（生産
物、製造物、活動など）

アウトプット

① ～ ⑤ まで の 要 素 を 簡 単 に 整 理します 。

イラスト●森田雪香

「
保
育
の
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
」を

 

活
用
す
る
た
め
に

（
ま
と
め
：
編
集
部
）

第 1 回 

執筆　吉田正幸
株式会社

保育システム研究所代表

保育の 活用のススメ

ロジックモデルロジックモデル
理念を
かたちに！

　子どものより良い育ちのために園をどのように経営・運営していくべきか、日々、
試行錯誤されているマネジメント層の方は多いのではないでしょうか。
　2020 年度の当企画では、年間を通して、特色ある保育を実践されている4名
の女性園長にご登場いただきます。それぞれのお話を、「保育のロジックモデル」
的視点から読み解きながら、経営・運営に大事なことを考えます。

園
経
営



プロフィール●吉田正幸（よしだ まさゆき）／（有）遊育代表取締役兼発行人。（株）保育システム研究所代表。大妻女子大学大学院非常勤講師。厚生労働省
社会保障審議会少子化対策特別部会委員ほか多数を歴任。幼稚園、保育所の運営マネジメント支援を行う。編著に『次世代の保育のかたち～幼稚園・保育所の
可能性と限界～』、監修に『NEW 認定こども園の未来～保育の新たな地平へ～』（ともにフレーベル館）。

①インプット ④アウトプット ⑤アウトカム
②プロセスⅠ

③プロセスⅡ

⇒ ⇒ ⇒＋
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２
０
２
０
年
度
も
引
き
続
き
、

「
保
育
の
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
」
の
視
点

を
用
い
な
が
ら
、
認
定
こ
ど
も
園
や

幼
稚
園
、
保
育
所
等
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。　

　
特
色
あ
る
取
り
組
み
を
行
う
園
の

園
長
先
生
の
お
話
を
う
か
が
い
な
が

ら
、
保
育
の
成
果
（
子
ど
も
の
育
ち
）

に
つ
な
が
る
要
因
や
道
筋
を
明
ら
か

に
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
第
1
回
で
は
、
ま
ず
、「
ロ
ジ

ッ
ク
モ
デ
ル
」
と
は
何
か
、
簡
単
に

紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、
端
的
に
言

え
ば
、「
限
ら
れ
た
資
源
を
活
用
し

て
最
大
限
の
成
果
を
上
げ
る
よ
う
工

夫
し
実
践
す
る
こ
と
」
で
す
。

　

こ
の
資
源
と
は
、
保
育
で
言
え

ば
、
保
育
者
や
園
舎
・
園
庭
、
遊

具
、
予
算
と
い
っ
た
人
的
・
物
的
・

経
済
的
資
源
、
つ
ま
り
「
ヒ
ト
・
モ

ノ
・
カ
ネ
」
の
こ
と
に
な
り
ま
す

（
最
近
で
は
、
こ
こ
に
「
情
報
」
が
加

わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
）。

　
こ
れ
ら
の
資
源
が
豊
か
で
あ
れ
ば

申
し
分
な
い
の
で
す
が
、
実
際
の
と

こ
ろ
、
す
べ
て
の
条
件
が
そ
ろ
う
こ

と
は
な
か
な
か
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
の
よ
う
な
場
合
、「
限
ら
れ
た

資
源
を
活
用
し
て
最
大
限
の
成
果
を

上
げ
る
よ
う
工
夫
し
実
践
す
る
」
と

い
っ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
発
想
が
必

要
に
な
る
の
で
す
。

　
「
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
」
と
は
、
そ
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
的
な
発
想
を
促
す
た

め
の
道
具
に
な
る
も
の
で
す
。

　
一
般
的
に
「
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
」

は
、
イ
ン
プ
ッ
ト
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
、

ア
ウ
ト
カ
ム
と
い
う
言
葉
で
説
明
さ

れ
ま
す
。

　
「
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
」
と
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
要
素
の
間
の
論
理
的
な
因
果

関
係
を
表
す
た
め
に
、「
イ
ン
プ
ッ
ト

　

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト　

ア
ウ
ト
カ
ム
」

と
い
う
順
番
で
も
の
ご
と
を
整
理
す

る
方
法
な
の
で
す
。

　
保
育
の
場
合
、
資
源
を
活
用
し
て

結
果
を
出
す
た
め
に
は
様
々
な
関
係

性
が
大
切
に
な
る
の
で
、
先
ほ
ど
の

順
番
に
、
プ
ロ
セ
ス
Ⅰ
と
プ
ロ
セ
ス

Ⅱ
を
加
え
て
表
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
要
素
を
、
ア
ウ
ト
カ
ム

に
着
目
し
読
み
解
こ
う
と
す
る
の
が
、

「
保
育
の
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
」
の
考
え

方
と
な
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
保
護

者
の
方
な
ど
に
保
育
を
説
明
す
る
際

に
も
有
効
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
次
号
か
ら
、
こ
の
「
保
育
の
ロ
ジ

ッ
ク
モ
デ
ル
」
を
も
の
さ
し
と
し
て
、

園
の
強
み
や
特
徴
な
ど
を
わ
か
り
や

す
く
分
析
、
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

は
じ
め
に

１
．そ
も
そ
も

　

 「
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
」と
は
？

２
．保
育
に
お
け
る

　

 「
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
」と
は
？

⑤アウトカム
保育の成果。子どもの育
ちの姿そのもの、子ども
の成長・発達の姿。

③プロセスⅡ

①インプット

保育で重要な意味をもつ
様々な関係性。保育者と
子どもの関係、子ども同
士の関係、保育者同士の
関係、環境やモノとの関
係など。

⇒

日々提供される保育そのもの。保育の営み、活動全体を示すため、「アクティビティ」と言い換
えられます。ごっこ遊び、異年齢保育、環境を通して行う保育、プロジェクト保育、午睡や給食
など、様々な側面がある。

教育課程や指導計画など、保育
内容の組み立てに必要なもの。
異年齢保育、ゾーン保育といっ
た保育方法の工夫。観察、記
録、職員間の話し合いなど。

④アウトプット

②プロセスⅠ

⇒

資源のこと。保育では、
「リソース」と「ストラクチャー」に分けて考える。
「リソース」＝自らの意思で変えられるもの。
職員、園舎や園庭、遊具、教材など。

「ストラクチャー」＝自らの意思で簡単に変わらないも
の／変えられないもの。職員配置、保育室・園庭面
積、資格・免許などの最低基準や認可基準など。

投入する資源（人的
資源、物的資源、資
産・資金、予算など）

インプット

アウトプットによって
もたらされる成果

アウトカム

インプットにより生み
出される結果（生産
物、製造物、活動など）

アウトプット

① ～ ⑤ まで の 要 素 を 簡 単 に 整 理します 。

イラスト●森田雪香

「
保
育
の
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
」を

 

活
用
す
る
た
め
に

（
ま
と
め
：
編
集
部
）

第 1 回 

執筆　吉田正幸
株式会社

保育システム研究所代表

保育の 活用のススメ

ロジックモデルロジックモデル
理念を
かたちに！

　子どものより良い育ちのために園をどのように経営・運営していくべきか、日々、
試行錯誤されているマネジメント層の方は多いのではないでしょうか。
　2020 年度の当企画では、年間を通して、特色ある保育を実践されている4名
の女性園長にご登場いただきます。それぞれのお話を、「保育のロジックモデル」
的視点から読み解きながら、経営・運営に大事なことを考えます。

園
経
営



プロフィール●秋田喜代美（あきた きよみ）／東京大学大学院教育学研究科長・教育学部長。博士（教育学）。近著に『リーダーは保育をどうつくってきた
か -実例で見るリーダーシップ研究-』（フレーベル館）『園庭を豊かな育ちの場に : 質向上のためのヒントと事例』（ひかりのくに）等。

著者プロフィール●江口克彦（えぐち かつひこ）／元 PHP 総合研究所代表取締役社長。松下幸之助の晩年 22 年間常にその傍らで仕事をし、日々の交流の
中で薫陶を受けてきた。実業家、政治家。
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少
子
化
時
代
に
園
運
営
を
行
っ
て
い

く
た
め
に
は
、
リ
ー
ダ
ー
が
園
の
未
来

を
ど
の
よ
う
に
描
く
か
が
大
切
に
な
り

ま
す
。
社
会
の
様
々
な
分
野
・
領
域
で

優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
と
呼
ば
れ
た
人
は

各
々
哲
学
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
ち
、
心
に

届
く
言
葉
の
数
々
を
残
し
て
い
ま
す
。

一
流
と
言
わ
れ
る
人
に
は
分
野
を
越
え

た
共
通
性
が
あ
り
ま
す
。
１
年
間
そ
う

し
た
リ
ー
ダ
ー
の
言
葉
を
、「
名
言
か
ら

読
み
解
く
園
経
営
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」

と
題
し
て
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
私
に
と
っ
て
大
事
な
本
を
ご

紹
介
し
て
い
る
た
め
、
な
か
に
は
刊
行

が
最
近
で
は
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

ぜ
ひ
図
書
館
等
で
借
り
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
愛
読
書
に
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク＊
を

創
設
し
た
松
下
幸
之
助
さ
ん
の
著
書
が

あ
り
ま
す
。『
道
を
ひ
ら
く
』『
リ
ー
ダ

ー
の
心
得
』
な
ど
、
松
下
さ
ん
自
身
に

関
す
る
著
作
は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、

特
に
私
の
お
気
に
入
り
が
本
書
で
す
。

　
松
下
さ
ん
が
社
員
各
々
と
ど
の
よ
う

に
出
会
い
、
声
を
か
け
、
そ
し
て
、
ど
の

よ
う
な
哲
学
を
も
っ
て
い
た
か
と
い
う
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
具
体
を
、
松
下
幸
之

助
さ
ん
の
傍
ら
に
い
た
社
員
の
江
口
さ
ん

が
自
身
の
体
験
を
通
し
て
著
し
て
い
る
か

ら
で
す
。
園
長
や
園
の
リ
ー
ダ
ー
層
が

若
手
職
員
か
ら
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い

る
か
の
振
り
返
り
を
し
て
み
る
一
助
に
も

な
る
と
思
い
ま
す
。

　
リ
ー
ダ
ー
の
大
事
な
点
は
、
園
の
次

世
代
の
リ
ー
ダ
ー
を
ど
の
よ
う
に
育
て

ら
れ
る
か
に
あ
り
ま
す
。
松
下
さ
ん
は

身
体
が
弱
く
特
別
な
学
歴
が
最
初
か
ら

あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し

ろ
そ
の
弱
さ
を
、
謙
虚
さ
や
慎
み
深
さ

に
よ
っ
て
周
り
の
人
へ
の
感
謝
や
社

会
・
公
共
へ
の
使
命
感
に
し
、
自
身
の

会
社
の
風
土
と
哲
学
を
創
っ
て
い
か
れ

ま
し
た
。
私
は
そ
こ
に
魅
か
れ
て
い
る

わ
け
で
す
。

　
保
育
・
幼
児
教
育
は
目
に
見
え
な
い

教
育
方
法
と
言
わ
れ
ま
す
。
な
か
で
も

見
え
に
く
い
の
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

リ
ー
ダ
ー
が
心
を
砕
き
、
困
難
な
時
、

ど
う
物
事
を
考
え
て
対
応
し
、
そ
れ
に

よ
っ
て
場
を
和
ま
せ
園
の
雰
囲
気
や
風
土

を
つ
く
っ
て
い
る
か
だ
と
思
う
の
で
す
。

　
目
次
に
あ
る
20
の
要
諦
は
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
だ
れ
に
で
も
通
じ
る
も
の
で

す
。
で
も
、
現
実
に
は
意
外
に
難
し
い

も
の
で
す
。

　

例
え
ば
、「
❼
仕
事
を
任
せ
る
」
は

皆
さ
ん
の
園
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

「
冷
静
に
判
断
し
、
そ
っ
と
情
を
添
え

る
」
と
い
う
節
で
述
べ
て
い
ま
す
が
、

か
わ
い
が
っ
て
い
る
人
だ
け
に
感
情
的

に
仕
事
を
任
す
の
で
は
な
く
、“
仕
事
ぶ

り
”
と
、“
熱
意
”、 “
考
え
方
や
能
力
”

を
常
に
冷
静
に
見
て
、
若
い
人
に
機
会

を
与
え
る
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
た
こ

と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
仕
事
に
お
い
て
客
観
的
に
見
て
い
く

ク
ー
ル
さ
と
、
見
守
る
温
か
さ
は
「
ま

ず
は
冷
静
に
判
断
せ
い
や
」。「
そ
れ
か

ら
、
そ
の
後
に
は
、
そ
っ
と
情
を
つ
け

る
ん
や
で
」
と
い
う
言
葉
に
表
れ
て
い

ま
す
。
園
と
い
う
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
場

だ
か
ら
こ
そ
、
長
年
の
情
に
ほ
だ
さ
れ

る
の
で
な
く
、
今
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら

何
が
園
に
は
大
事
か
を
判
断
し
、
信
頼

し
て
適
材
適
所
に
仕
事
を
任
せ
る
こ
と

で
、
さ
ら
に
能
力
を
引
き
出
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
信
頼
が
生
ま
れ
る
に
は
、
こ
の
「
そ

っ
と
情
を
つ
け
る
」
こ
と
が
大
事
で
し

ょ
う
。
そ
の
た
め
に
「
⓮
声
を
か
け
る
」

「
⓰
『
な
ぜ
』
を
説
明
す
る
」
こ
と
が
大

事
な
の
で
す
。
新
人
や
若
手
は
、
注
意

さ
れ
て
も
、
何
が
悪
い
か
、
ど
う
し
た

『上司の哲学：
部下に信頼される
20の要諦』
江口克彦　PHP研究所
2004

今月の1冊

園経営の

毎回、著名な方の著作を1冊取り
上げ、組織づくりや人材育成など、
園経営に活かせる考え方を紹介しま
す。マネジメント層だからこそ共感
できるポイントが見えてきます。

リーダーの成長とともに、
園児、職員、保護者も成長する

執筆　秋田喜代美
（東京大学大学院）

リ
ー
ダ
ー
は
部
下
か
ら

ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
る
の
か

次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
を

ど
う
育
て
る
か

20
の
要
諦
に
学
ぶ

「
そ
っ
と
情
を
つ
け
る
」

ら
よ
い
か
が
わ
か
ら
な
い
と
、
熱
意
も

自
信
も
な
く
し
て
い
き
ま
す
。「
曖
昧
な

指
示
は
命
と
り
に
な
る
」
と
も
述
べ
て

い
ま
す
。
伝
わ
っ
て
い
る
つ
も
り
に
な

っ
て
曖
昧
に
言
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い

か
を
リ
ー
ダ
ー
が
振
り
返
る
こ
と
が
大

事
な
の
で
す
。

　
ま
た
、
松
下
さ
ん
は
、
常
に 

「
⓯
部

下
を
見
て
話
を
す
る
」
こ
と
を
大
事
に

し
て
い
た
と
言
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
相

手
の
顔
を
見
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

周
り
の
こ
と
に
一
切
気
を
散
ら
さ
ず
真

剣
に
聴
き
「
相
手
の
言
葉
の
心
を
読

む
」
こ
と
を
大
事
に
し
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
こ
れ
は
、
保
育
の
中
で
も
子
ど
も
理

解
に
お
い
て
大
事
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

通
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
と
職

員
の
間
で
信
頼
を
生
む
た
め
に
も
、
こ
の

要
諦
が
大
事
な
こ
と
な
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。「
人
間
的
成
長
あ
っ
て
こ
そ
理

想
の
上
司
」。
育
ち
続
け
る
リ
ー
ダ
ー
の

も
と
で
園
児
も
職
員
も
保
護
者
も
ま
た

育
ち
合
え
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

「
経
営
発
展
の
大
事
な
要
因
は
二

つ
あ
る
。
目
に
見
え
る
要
因
と
目

に
見
え
な
い
要
因
で
あ
る
。
目
に

見
え
る
要
因
と
は
…
（
中
略
）
組

織
、
体
制
、
制
度
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
目
に
見
え
、
手

に
触
れ
、
第
三
者
が
簡
単
に
再
現

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
目

に
見
え
な
い
要
因
と
は
、
指
導
者

の
使
命
感
、
哲
学
、
考
え
方
、
雰

囲
気
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
は
一
定
に
し
て
目
に
見
え
る

も
の
で
は
な
く
、
説
明
で
き
る
も

の
で
は
な
く
、
触
れ
る
こ
と
の
で

き
る
も
の
で
は
な
く
、
容
易
に
第

三
者
が
再
現
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。」

❶
夢
を
与
え
る
　
❷
考
え
方
を
示

す
　
❸
ほ
め
る
　
❹
熱
意
を
評
価

す
る
　
❺
能
力
を
引
き
出
す
　
❻

耳
を
傾
け
る
　
❼
仕
事
を
任
せ
る

❽
差
別
を
し
な
い
　
❾
自
分
よ
り

優
秀
な
人
材
を
育
て
る
　
❿
叱
っ

た
後
の
フ
ォ
ロ
ー
を
す
る
　
⓫
雑

談
を
大
事
に
す
る
　
⓬
率
先
垂
範

す
る
　
⓭
秘
密
を
つ
く
ら
な
い
　

⓮
声
を
か
け
る
　
⓯
部
下
を
見
て

話
を
す
る
　
⓰
「
な
ぜ
」
を
説
明

す
る
　
⓱
訴
え
る
　
⓲
部
下
に
感

謝
の
念
を
持
つ
　
⓳
女
性
の
部
下

を
意
識
し
な
い
　
⓴
運
を
つ
か
む

引
用
箇
所

目
次
か
ら

信頼を生む目に見えない要因
第 1回

名言から読み解く
名言から読み解く

は
じ
め
に

＊ 当時はナショナル

人
材
育
成
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少
子
化
時
代
に
園
運
営
を
行
っ
て
い

く
た
め
に
は
、
リ
ー
ダ
ー
が
園
の
未
来

を
ど
の
よ
う
に
描
く
か
が
大
切
に
な
り

ま
す
。
社
会
の
様
々
な
分
野
・
領
域
で

優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
と
呼
ば
れ
た
人
は

各
々
哲
学
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
ち
、
心
に

届
く
言
葉
の
数
々
を
残
し
て
い
ま
す
。

一
流
と
言
わ
れ
る
人
に
は
分
野
を
越
え

た
共
通
性
が
あ
り
ま
す
。
１
年
間
そ
う

し
た
リ
ー
ダ
ー
の
言
葉
を
、「
名
言
か
ら

読
み
解
く
園
経
営
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」

と
題
し
て
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
私
に
と
っ
て
大
事
な
本
を
ご

紹
介
し
て
い
る
た
め
、
な
か
に
は
刊
行

が
最
近
で
は
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

ぜ
ひ
図
書
館
等
で
借
り
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
愛
読
書
に
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク＊
を

創
設
し
た
松
下
幸
之
助
さ
ん
の
著
書
が

あ
り
ま
す
。『
道
を
ひ
ら
く
』『
リ
ー
ダ

ー
の
心
得
』
な
ど
、
松
下
さ
ん
自
身
に

関
す
る
著
作
は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、

特
に
私
の
お
気
に
入
り
が
本
書
で
す
。

　
松
下
さ
ん
が
社
員
各
々
と
ど
の
よ
う

に
出
会
い
、
声
を
か
け
、
そ
し
て
、
ど
の

よ
う
な
哲
学
を
も
っ
て
い
た
か
と
い
う
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
具
体
を
、
松
下
幸
之

助
さ
ん
の
傍
ら
に
い
た
社
員
の
江
口
さ
ん

が
自
身
の
体
験
を
通
し
て
著
し
て
い
る
か

ら
で
す
。
園
長
や
園
の
リ
ー
ダ
ー
層
が

若
手
職
員
か
ら
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い

る
か
の
振
り
返
り
を
し
て
み
る
一
助
に
も

な
る
と
思
い
ま
す
。

　
リ
ー
ダ
ー
の
大
事
な
点
は
、
園
の
次

世
代
の
リ
ー
ダ
ー
を
ど
の
よ
う
に
育
て

ら
れ
る
か
に
あ
り
ま
す
。
松
下
さ
ん
は

身
体
が
弱
く
特
別
な
学
歴
が
最
初
か
ら

あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し

ろ
そ
の
弱
さ
を
、
謙
虚
さ
や
慎
み
深
さ

に
よ
っ
て
周
り
の
人
へ
の
感
謝
や
社

会
・
公
共
へ
の
使
命
感
に
し
、
自
身
の

会
社
の
風
土
と
哲
学
を
創
っ
て
い
か
れ

ま
し
た
。
私
は
そ
こ
に
魅
か
れ
て
い
る

わ
け
で
す
。

　
保
育
・
幼
児
教
育
は
目
に
見
え
な
い

教
育
方
法
と
言
わ
れ
ま
す
。
な
か
で
も

見
え
に
く
い
の
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

リ
ー
ダ
ー
が
心
を
砕
き
、
困
難
な
時
、

ど
う
物
事
を
考
え
て
対
応
し
、
そ
れ
に

よ
っ
て
場
を
和
ま
せ
園
の
雰
囲
気
や
風
土

を
つ
く
っ
て
い
る
か
だ
と
思
う
の
で
す
。

　
目
次
に
あ
る
20
の
要
諦
は
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
だ
れ
に
で
も
通
じ
る
も
の
で

す
。
で
も
、
現
実
に
は
意
外
に
難
し
い

も
の
で
す
。

　

例
え
ば
、「
❼
仕
事
を
任
せ
る
」
は

皆
さ
ん
の
園
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

「
冷
静
に
判
断
し
、
そ
っ
と
情
を
添
え

る
」
と
い
う
節
で
述
べ
て
い
ま
す
が
、

か
わ
い
が
っ
て
い
る
人
だ
け
に
感
情
的

に
仕
事
を
任
す
の
で
は
な
く
、“
仕
事
ぶ

り
”
と
、“
熱
意
”、 “
考
え
方
や
能
力
”

を
常
に
冷
静
に
見
て
、
若
い
人
に
機
会

を
与
え
る
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
た
こ

と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
仕
事
に
お
い
て
客
観
的
に
見
て
い
く

ク
ー
ル
さ
と
、
見
守
る
温
か
さ
は
「
ま

ず
は
冷
静
に
判
断
せ
い
や
」。「
そ
れ
か

ら
、
そ
の
後
に
は
、
そ
っ
と
情
を
つ
け

る
ん
や
で
」
と
い
う
言
葉
に
表
れ
て
い

ま
す
。
園
と
い
う
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
場

だ
か
ら
こ
そ
、
長
年
の
情
に
ほ
だ
さ
れ

る
の
で
な
く
、
今
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら

何
が
園
に
は
大
事
か
を
判
断
し
、
信
頼

し
て
適
材
適
所
に
仕
事
を
任
せ
る
こ
と

で
、
さ
ら
に
能
力
を
引
き
出
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
信
頼
が
生
ま
れ
る
に
は
、
こ
の
「
そ

っ
と
情
を
つ
け
る
」
こ
と
が
大
事
で
し

ょ
う
。
そ
の
た
め
に
「
⓮
声
を
か
け
る
」

「
⓰
『
な
ぜ
』
を
説
明
す
る
」
こ
と
が
大

事
な
の
で
す
。
新
人
や
若
手
は
、
注
意

さ
れ
て
も
、
何
が
悪
い
か
、
ど
う
し
た

『上司の哲学：
部下に信頼される
20の要諦』
江口克彦　PHP研究所
2004

今月の1冊

園経営の

毎回、著名な方の著作を1冊取り
上げ、組織づくりや人材育成など、
園経営に活かせる考え方を紹介しま
す。マネジメント層だからこそ共感
できるポイントが見えてきます。

リーダーの成長とともに、
園児、職員、保護者も成長する

執筆　秋田喜代美
（東京大学大学院）

リ
ー
ダ
ー
は
部
下
か
ら

ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
る
の
か

次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
を

ど
う
育
て
る
か

20
の
要
諦
に
学
ぶ

「
そ
っ
と
情
を
つ
け
る
」

ら
よ
い
か
が
わ
か
ら
な
い
と
、
熱
意
も

自
信
も
な
く
し
て
い
き
ま
す
。「
曖
昧
な

指
示
は
命
と
り
に
な
る
」
と
も
述
べ
て

い
ま
す
。
伝
わ
っ
て
い
る
つ
も
り
に
な

っ
て
曖
昧
に
言
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い

か
を
リ
ー
ダ
ー
が
振
り
返
る
こ
と
が
大

事
な
の
で
す
。

　
ま
た
、
松
下
さ
ん
は
、
常
に 

「
⓯
部

下
を
見
て
話
を
す
る
」
こ
と
を
大
事
に

し
て
い
た
と
言
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
相

手
の
顔
を
見
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

周
り
の
こ
と
に
一
切
気
を
散
ら
さ
ず
真

剣
に
聴
き
「
相
手
の
言
葉
の
心
を
読

む
」
こ
と
を
大
事
に
し
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
こ
れ
は
、
保
育
の
中
で
も
子
ど
も
理

解
に
お
い
て
大
事
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

通
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
と
職

員
の
間
で
信
頼
を
生
む
た
め
に
も
、
こ
の

要
諦
が
大
事
な
こ
と
な
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。「
人
間
的
成
長
あ
っ
て
こ
そ
理

想
の
上
司
」。
育
ち
続
け
る
リ
ー
ダ
ー
の

も
と
で
園
児
も
職
員
も
保
護
者
も
ま
た

育
ち
合
え
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

「
経
営
発
展
の
大
事
な
要
因
は
二

つ
あ
る
。
目
に
見
え
る
要
因
と
目

に
見
え
な
い
要
因
で
あ
る
。
目
に

見
え
る
要
因
と
は
…
（
中
略
）
組

織
、
体
制
、
制
度
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
目
に
見
え
、
手

に
触
れ
、
第
三
者
が
簡
単
に
再
現

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
目

に
見
え
な
い
要
因
と
は
、
指
導
者

の
使
命
感
、
哲
学
、
考
え
方
、
雰

囲
気
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
は
一
定
に
し
て
目
に
見
え
る

も
の
で
は
な
く
、
説
明
で
き
る
も

の
で
は
な
く
、
触
れ
る
こ
と
の
で

き
る
も
の
で
は
な
く
、
容
易
に
第

三
者
が
再
現
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。」

❶
夢
を
与
え
る
　
❷
考
え
方
を
示

す
　
❸
ほ
め
る
　
❹
熱
意
を
評
価

す
る
　
❺
能
力
を
引
き
出
す
　
❻

耳
を
傾
け
る
　
❼
仕
事
を
任
せ
る

❽
差
別
を
し
な
い
　
❾
自
分
よ
り

優
秀
な
人
材
を
育
て
る
　
❿
叱
っ

た
後
の
フ
ォ
ロ
ー
を
す
る
　
⓫
雑

談
を
大
事
に
す
る
　
⓬
率
先
垂
範

す
る
　
⓭
秘
密
を
つ
く
ら
な
い
　

⓮
声
を
か
け
る
　
⓯
部
下
を
見
て

話
を
す
る
　
⓰
「
な
ぜ
」
を
説
明

す
る
　
⓱
訴
え
る
　
⓲
部
下
に
感

謝
の
念
を
持
つ
　
⓳
女
性
の
部
下

を
意
識
し
な
い
　
⓴
運
を
つ
か
む

引
用
箇
所

目
次
か
ら

信頼を生む目に見えない要因
第 1回

名言から読み解く
名言から読み解く

は
じ
め
に

＊ 当時はナショナル

人
材
育
成
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「保育ナビ倶楽部」の会員になりませんか。保育に役立つ情報が
つまったメールマガジンが届きます。登録は無料。

https://www.froebel-kan.co.jp/navi_club/

『保育ナビ』のプラス情報をウェブやメールマガジンでチェック！

保育ナビ倶楽部

『保育ナビ』の公式 Facebook では、同誌の特集や各コーナー
のご案内、執筆陣の先生方からのコメント、取材報告などをアッ
プしています。ぜひフォローをお願いします。

https://www.facebook.com/froebelkan.hoikunavi/

Facebook

　保育ナビ編集部では、『保育ナビ』を読まれた皆さまからの、ご意見・ご感想をお
待ちしています。4月号のよかった記事、よくなかった記事への率直なご感想や、『保
育ナビ』で取り上げてほしいテーマなどのご意見をお聞かせください。今後の『保育
ナビ』企画の参考にさせていただきます。応募は巻末の応募ハガキから！
　ハガキをお送りいただいた方の中から、抽選で10名様にQuoカード（1000
円分）をプレゼントします。

（4 月号の応募締め切りは、4 月末日消印有効）

執筆／大方美香、矢藤誠慈郎
国の動きを読む！ 研究者の目 2020 12 か月のストーリーで見る！ 人材育成のポイント

幼稚園と保育園における 1 年間の人材育成の過程をマ
ンガと解説で紹介します。

名言から読み解く 園経営のリーダーシップ
執筆／秋田喜代美
毎号 1 冊の名著を選び、組織づくりや人材育成など園経
営に活かせる名言を紹介します。

子どもの姿ベースの指導計画
監修／無藤 隆、大豆生田啓友
子どもたちの遊ぶ様子から、子どもの姿をベースにし
た計画の立て方を考えていきます。

インクルーシブ保育の実現に向けて —保育現場の取り組みの実際—

執筆／市川奈緒子・仲本美央　※ 5 月号から開始、隔月連載

インクルーシブ保育に取り組む園の現状と、そこから
見えてきた課題について考えます。

地域別　持続可能な園になるために 2020
（編集部取材）
国内の様々な地域が直面している課題と、解決のための
取り組みを紹介していきます。

2020 年 3 月 2 日（月）より『保育ナビ』がスマートフォンやタブレット、パソコンでも閲覧できるようになります。
利用するには、「保育ナビ Web ライブラリー」への会員登録が必要（有料）。ご希望の方は、フレーベル館の貴
園営業担当者にお声かけいただくか、フレーベル館オンラインショップ「つばめのおうち（https://www.froebel-
tsubame.jp）」よりお申し込みください。
詳細はこちら→ https://www.hoiku-navigation.com/

2020 年 3 月 2 日（月）オープン ！
会員限定の「保育ナビ Web ライブラリー」も

抽選で10名様にQuoカード（1000円分）をプレゼント

2020年度『保育ナビ』の
連載と年間テーマを一挙公開！

　2020年度に創刊 11年目を迎え
た『保育ナビ』では、園のリーダー
の学びと職員の育ちを支援するた
め、人材育成にフォーカスしてい
きます。１つのテーマにスポット
を当ててカラーページで丁寧に読
み解いていく特集記事や、話題の
園を取材するコーナー、研究者や
保育の第一線で活躍する先生方に
よる連載など、読み応えのある内
容になっています。『保育ナビ』編
集委員の12名の先生方と共に、
様々な企画を考えていますので、
ご期待ください。

フローチャートでわかる！ 園のリスク管理のポイント
執筆／脇 貴志
保育においての「リスク」とは⁉　フローチャートを使っ
てリスク管理について考えます。

危機管理と危機　　　　
回避は違う４月号

改めてガイドライン
を考える①５月号

改めてガイドライン
を考える②６月号

タイムライン
 防災①７月号

タイムライン
防災②８月号

職員の幸福度を
上げる危機管理①９月号

職員の幸福度を
上げる危機管理②10月号

園内の防犯体制　
を考える①11月号

園内の防犯体制　
を考える②12月号

事故後対応の
ノウハウ①  １月号

事故後対応の
ノウハウ② 2月号

これからの保育業界に
必要な危機管理  ３月号

執筆／河邉貴子、田代幸代
遊びが育つ環境について考えます。

遊びが育つ保育 －保育室の環境を考えよう－

４月号 なぜ保育室の環境に
焦点を当てるのか

ままごとコーナーと
遊び（1）

５月号 暮らしと保育室環境

６月号

７月号 ままごとコーナーと
遊び（2）

８月号 製作コーナーと
遊び（1）

９月号 製作コーナーと
遊び（2）

10月号 壁面装飾と
遊び（1）

11月号 壁面装飾と
遊び（2）

12月号 場所を構成
して遊ぶ（1）
場所を構成
して遊ぶ（2）  １月号

 2月号 調べものコー
ナーと遊び

  ３月号 まとめ

スペシャル対談
保育の専門家が文化人や話題の人物にア
プローチします。

国の動き 文部科学省、厚生労働省、内閣府などの
国の動向とポイントを解説します。

園経営 園のマネジメント、危機管理など園経営
に役立つ情報を取り上げます。

人材育成
保育者の育成、研修の方法など、人材育
成に役立つ情報です。

保育内容
子どもの遊びと環境構成、指導計画の書き
方、乳幼児保育など、実践に役立ちます。

人材育成、乳幼児保育、海外の保育事例、
ICT活用などの気になるテーマを掘り下
げます。

特集

連載内容の紹介（一部）

『保育ナビ』4月号の
ご意見・ご感想を教えてください！

『保育ナビ』のウェブサイトでは、過去の特集テーマや保育に関す
るコラム、フレーベル館の保育に関する書籍情報を閲覧できます。

https://www.hoiku-navigation.com/

webサイト

（敬称略）

※より良い企画にするために変更になる場合があります。
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